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平成™˜年 月™日 水曜日 第œ˜›�号官 報

様
式
中
「公

正
競
争
規
約
認
定
申
請
書

」
を
「不

当
景

品
類
及
び
不
当
表
示
防
止
法
第
1
1条
第
１
項
の
規
定
に
よ

る
協
定
又
は
規
約
認
定
申
請
書

」
に
、「公

正
取
引
委
員
会

殿
」
を
「公

正
取
引
委
員
会
殿

消
費
者
庁
長
官
殿
」

に
、

「
第
1
2条
第
１

項

」
を「第

1
1条
第
１
項

」
に
、「別

添
の
公
正
競
争
規
約

」

を
「別

添
の
協
定
又
は
規
約

」に
、「当

該
公
正
競
争
規
約

」

を
「当

該
協
定
又
は
規
約

」
に
、「第

1
2条
第
２
項

」を「第
1
1条
第
２
項

」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
金
融
庁
告
示
第
四
十
三
号

ア
メ
リ
カ
ン
・
ホ
ー
ム
・
ア
シ
ュ
ア
ラ
ン
ス
・
カ
ン
パ

ニ
ー
よ
り
保
険
業
法
（
平
成
七
年
法
律
第
百
五
号
）
第
二

百
九
条
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
届
出
（
同
法
第
百
八
十
七

条
第
一
項
第
一
号
に
定
め
る
本
店
の
所
在
地
の
変
更
）
が

あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
百
八
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
一
年
九
月
二
日金

融
庁
長
官

三
國
谷
勝
範

本
店
の
所
在
地

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
一

〇
〇
三
八
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ウ
ォ
ー

タ
ー
・
ス
ト
リ
ー
ト
一
七
五

一
八
階

〇
金
融
庁
告
示
第
四
十
四
号

エ
イ
ア
イ
ユ
ー
イ
ン
シ
ュ
ア
ラ
ン
ス
カ
ン
パ
ニ
ー
よ
り

保
険
業
法
（
平
成
七
年
法
律
第
百
五
号
）
第
二
百
九
条
第

二
号
の
規
定
に
よ
る
届
出
（
同
法
第
百
八
十
七
条
第
一
項

第
一
号
に
定
め
る
本
店
の
所
在
地
の
変
更
）
が
あ
っ
た
の

で
、
同
法
第
百
八
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お

り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
一
年
九
月
二
日金

融
庁
長
官

三
國
谷
勝
範

本
店
の
所
在
地

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
ウ
ォ
ー
タ
ー
・
ス
ト

リ
ー
ト
一
七
五
番
地

〇
政
治
資
金
適
正
化
委
員
会
告
示
第
四
十
一
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四

号
）
第
十
九
条
の
二
十
四
の
規
定
に
基
づ
き
、
登
録
政
治

資
金
監
査
人
名
簿
に
登
録
し
た
者
を
次
の
と
お
り
公
告
す

る
。平

成
二
十
一
年
九
月
二
日

政
治
資
金
適
正
化
委
員
会
委
員
長

上
田

廣
一

登
録
番
号

登
録
年
月
日

氏

名

二
九
二
三

二
一
、

八
、

七

久
米

茂
樹

二
九
二
四

二
一
、

八
、

七

ˆ
畑

康
三

二
九
二
五

二
一
、

八
、

七

冨
田

則
行

二
九
二
六

二
一
、

八
、

七

悴
田

昇

二
九
二
七

二
一
、

八
、

七

坂
入

茂

二
九
二
八

二
一
、

八
、

七

近
藤

朋
子

二
九
二
九

二
一
、

八
、

七

B
山

壽
元

二
九
三
〇

二
一
、

八
、

七

本
野

智
之

二
九
三
一

二
一
、

八
、

七

佐
藤

弘
美

二
九
三
二

二
一
、

八
、

七

坪
沼

敬
介

二
九
三
三

二
一
、

八
、

七

盛
田

義
信

二
九
三
四

二
一
、

八
、

七

玉
川

宗
市

〇
法
務
省
告
示
第
三
百
九
十
八
号

戸
籍
法
第
百
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
区

町
長
を
電
子
情
報
処
理
組
織
に
よ
っ
て
戸
籍
事
務
を
取
り

扱
う
市
区
町
村
長
に
指
定
す
る
。

こ
の
指
定
は
、
平
成
二
十
一
年
九
月
十
九
日
か
ら
効
力

を
生
ず
る
。

平
成
二
十
一
年
九
月
二
日

法
務
大
臣

森

英
介

愛
知
県
名
古
屋
市
昭
和
区
長

愛
知
県
名
古
屋
市
守
山
区
長

秋
田
県
山
本
郡
八
峰
町
長

〇
法
務
省
告
示
第
三
百
九
十
九
号

大
阪
府
吹
田
市
役
所
備
付
け
の
次
の
戸
籍
が
滅
失
し
た

た
め
、
こ
れ
を
再
製
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
、
次
に
掲
げ

る
者
は
、
平
成
二
十
一
年
十
月
二
日
ま
で
に
、
同
市
長
に

対
し
て
、
次
の
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

一

当
該
戸
籍
に
関
係
の
あ
る
戸
籍
の
届
出
、
報
告
、
申

請
、
請
求
若
し
く
は
嘱
託
を
し
、
又
は
戸
籍
に
記
載
を

要
す
る
書
類
を
提
出
し
た
者
は
、
そ
の
事
項
を
更
に
申

し
出
る
こ
と
。

二

前
項
に
掲
げ
る
戸
籍
の
謄
本
、
抄
本
又
は
戸
籍
に
記

載
し
た
事
項
に
関
す
る
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
現
に

所
持
す
る
者
は
、
こ
れ
を
提
示
す
る
こ
と
。

注

意

一

申
出
は
、
口
頭
で
も
差
し
支
え
な
い
。

二

申
出
の
手
続
に
つ
い
て
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ

ば
、
吹
田
市
役
所
又
は
大
阪
法
務
局
北
大
阪
支
局
に
照

会
す
る
こ
と
。

平
成
二
十
一
年
九
月
二
日

法
務
大
臣

森

英
介

大
阪
府
吹
田
市
六
百
七
十
九
番
地

岡

信
次

〇
法
務
省
告
示
第
四
百
号

裁
判
外
紛
争
解
決
手
続
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律

（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
五
十
一
号
）
第
五
条
の
規
定
に

基
づ
き
、
次
の
者
が
行
う
民
間
紛
争
解
決
手
続
の
業
務
の

認
証
を
し
た
の
で
、
同
法
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
公
示
す
る
。

平
成
二
十
一
年
九
月
二
日

法
務
大
臣

森

英
介

認
証
紛
争
解
決
事
業
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

愛
知
県
社
会
保
険
労
務
士
会

名
古
屋
市
熱
田
区
三
本
松
町
三
番
一
号

認
証
年
月
日

平
成
二
十
一
年
八
月
十
三
日

〇
法
務
省
告
示
第
四
百
一
号

裁
判
外
紛
争
解
決
手
続
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律

（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
五
十
一
号
）
第
五
条
の
規
定
に

基
づ
き
、
次
の
者
が
行
う
民
間
紛
争
解
決
手
続
の
業
務
の

認
証
を
し
た
の
で
、
同
法
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
公
示
す
る
。

平
成
二
十
一
年
九
月
二
日

法
務
大
臣

森

英
介

認
証
紛
争
解
決
事
業
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

大
阪
府
社
会
保
険
労
務
士
会

大
阪
市
北
区
天
満
二
丁
目
一
番
三
十
号

認
証
年
月
日

平
成
二
十
一
年
八
月
十
四
日

〇
法
務
省
告
示
第
四
百
二
号

裁
判
外
紛
争
解
決
手
続
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律

（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
五
十
一
号
）
第
五
条
の
規
定
に

基
づ
き
、
次
の
者
が
行
う
民
間
紛
争
解
決
手
続
の
業
務
の

認
証
を
し
た
の
で
、
同
法
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
公
示
す
る
。

平
成
二
十
一
年
九
月
二
日

法
務
大
臣

森

英
介

認
証
紛
争
解
決
事
業
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

千
葉
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

千
葉
市
中
央
区
中
央
港
一
丁
目
二
十
三
番
二
十
五
号

認
証
年
月
日

平
成
二
十
一
年
八
月
十
七
日

〇
法
務
省
告
示
第
四
百
三
号

裁
判
外
紛
争
解
決
手
続
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律

（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
五
十
一
号
）
第
五
条
の
規
定
に

基
づ
き
、
次
の
者
が
行
う
民
間
紛
争
解
決
手
続
の
業
務
の

認
証
を
し
た
の
で
、
同
法
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
公
示
す
る
。

平
成
二
十
一
年
九
月
二
日

法
務
大
臣

森

英
介

認
証
紛
争
解
決
事
業
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

兵
庫
県
社
会
保
険
労
務
士
会

神
戸
市
中
央
区
下
山
手
通
七
丁
目
十
番
四
号

認
証
年
月
日

平
成
二
十
一
年
八
月
十
七
日

〇
法
務
省
告
示
第
四
百
四
号

裁
判
外
紛
争
解
決
手
続
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律

（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
五
十
一
号
）
第
五
条
の
規
定
に

基
づ
き
、
次
の
者
が
行
う
民
間
紛
争
解
決
手
続
の
業
務
の

認
証
を
し
た
の
で
、
同
法
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
公
示
す
る
。

平
成
二
十
一
年
九
月
二
日

法
務
大
臣

森

英
介

認
証
紛
争
解
決
事
業
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

福
岡
県
社
会
保
険
労
務
士
会

福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
東
二
丁
目
五
番
二
十
八
号

認
証
年
月
日

平
成
二
十
一
年
八
月
十
九
日

〇
法
務
省
告
示
第
四
百
五
号

左
記
の
者
の
申
請
に
係
る
日
本
国
に
帰
化
の
件
は
、
こ

れ
を
許
可
す
る
。

平
成
二
十
一
年
九
月
二
日

法
務
大
臣

森

英
介

住
所
広
島
市
東
区
牛
田
新
町
２
丁
目
２
番
６
`
2
0
6号

Ô
然
嘉
昭
和
5
3年
９
月
2
9日
生

住
所
東
京
都
港
区
南
麻
布
１
丁
目
５
番
1
4
`
2
0
6号

ロ
ジ
ャ
ー
・
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
昭

和
4
6年

1
0月
４
日
生

住
所
茨
城
県
つ
く
ば
み
ら
い
市
絹
の
台
３
丁
目
1
9番
地

５杜
佩
軒
平
成
1
8年
６
月
2
4日
生

住
所
横
浜
市
中
区
末
吉
町
３
丁
目
4
7番
地
１

沈
政
男
昭
和
6
2年
３
月
2
0日
生

住
所
香
川
県
丸
亀
市
富
士
見
町
１
丁
目
１
番
1
0
`
４
号

許
π
珊
昭
和
4
4年

1
2月

1
9日
生

楊
珍
Ω
平
成
３
年
1
2月

2
4日
生

住
所
東
京
都
江
戸
川
区
瑞
江
１
丁
目
1
1番
８
号

張
俐
俐
昭
和
3
0年
９
月
1
1日
生

張
佳
代
昭
和
5
5年
６
月
2
8日
生

張
愼
容
平
成
２
年
９
月
2
0日
生

住
所
東
京
都
東
村
山
市
萩
山
町
１
丁
目
2
2番
地
2
6

ユ
ウ
ッ
・
ム
イ
・
チ
ャ
ン
昭
和
2
5年

1
1月
１
日
生

住
所
福
岡
県
春
日
市
平
田
台
４
丁
目
2
1番
地
3
0

孫
彩
霞
昭
和
4
8年

1
1月
５
日
生
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